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和田地区の概要                                  
  和田地区は佐倉市の最東端に位置し、古くは「和田村」と称し、明治２２年頃は１４

の村落で構成されていた。昭和２９年の市制発足以降より１２の地区から構成されてい

る。和田地区の面積は市全体の約１４％に当たる約１４．４平方キロ、人口は約１％に

当たる１，７０６人、世帯数は７６２世帯で、農業が盛んな地域である。 

大正頃までの農家の主な産物は米・養蚕であったが、昭和初期になると養蚕が衰え、

里芋・落花生・甘藷に変わる。戦後、豚の飼育が盛んになり、昭和２７年頃には全国的

に有名な養豚地区となる。その後、養豚・酪農・大和芋と専業化され、大型機械の導入

も盛んに行われた。 
 このように専門化された農業地域であるが、年々従事者は減少し、後継者育成は大き

な課題となっている。地区全域が市街化調整区域であり、大きい人口増加を見込める計

画等もない状況でもある。少子高齢化、核家族化などの進展、青年層の流出など純農村

として構成されていた地域社会は大きな変化をし続けている。 

一方で地区内を国道５１号線と東関東自動車道が通り、佐倉インターチェンジが隣接

しているため、企業の物流基地が進出するなど、新たな変化が見られる。 
 平成１１年１２月、和田地区の中核施設として和田ふるさと館が開館した。和田出張

所、和田コミュニティセンター、和田地域防災集会所、和田農産加工実習所の複合的機

能を持つ施設となっている。 

また平成１２年度には、和田公民館分館として歴史民俗資料室の展示工事を実施し、

平成１３年４月１日に和田ふるさと館歴史民俗資料室が開室した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和田地区のデータ                【令和３年３月末現在】 
 

○和田地区：面  積  約１４.４㎢ （佐倉市：面  積 １０３.６９㎢） 

 

○和田地区：住基人口 １，７０６人 （佐倉市：住基人口 １７３，２１６人） 

 

○和田地区：人口密度  １１８人/㎢ （佐倉市：人口密度 １，６７０人/㎢） 
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１．公民館運営計画                        

運営方針 

   佐倉市立公民館活動計画を基本として、使いやすく親しみのある教育施設として住民

の自主的交流・集会・学習などの活動を支援し、地域社会教育活動や地域づくりの拠点

としてその役割をはたすことに努める。 

 

努力目標 

 〇新型コロナウイルス感染防止拡大に努める。 

  〇使いやすく、親しみのある館の環境づくりに努める。 

  〇地域性を生かした社会教育内容の充実をはかる。 

 〇公民館事業と地域団体活動等を結びつけていく事で、地域の活性化や課題に対応し

ていくよう努める。 

 
事業内容 

１．学級講座に関する事業 

    参加者との会話を大切にしながら、趣味・教養的学習から専門的学習に至るま

で、日常生活に密着した幅の広い学習を展開し共通の課題を探り、参加者がそれ

ぞれの立場で考え、学習しながら実践に結びつけていくための足がかりとする。 

 
２．施設・設備・備品の提供 

（１）開館時間    月～日曜日・祝日 午前９時～午後５時 

         火・金曜日は午後９時まで 

（祝日を除く・夜間の利用がない場合は午後５時まで） 

 

（２）休館日   第２第４月曜日、１２／２８～１／４は休館 
 

３．団体育成に関する事業 

和田地区青少年育成住民会議・和田小ＰＴＡ民俗資料収集委員会・和田はたお

り保存会等の社会教育的団体が、自主的、継続的に活動ができるよう資料の提供

や、各機関との連絡調整などを行う。また、各種の住民団体が円滑な活動を進め

られるよう支援・協力をする。 

 
４．広報に関する事業 

  「公民館だより」を年２回発行 

 

５．歴史民俗資料室展示事業 

平成１３年４月１日に和田ふるさと館内に開室した歴史民俗資料室において、  

和田地区民俗資料（佐倉市指定文化財）を中心として、展示・収蔵・調査研究・ 

教育普及活動、及び伝統技術等の保存継承活動を行い、地区の歴史環境・自然環 

境及び地域の人材を活用した事業を展開する。 

 

  ６．図書事業 

 市立図書館との連携により、図書案内を充実し、リクエスト制度などにより 

利用増を図る。 
（蔵書約１，８００冊  貸出し１人１０冊  １５日間） 
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２．公民館利用状況                  
年度別利用状況 

区分 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

利用件数

（件） 620 627 613 491 89 

利用人数

（人） 8,060 7,345 6,875 6,451 591 

開館日数

（日） 333 333 333 307 230 

※市内公民館の新型コロナウイルス感染症拡大防止のための対応 
令和２年４月１日～５月31日・・・臨時休館 

６月１日～６月30日・・・行政利用のみ 
７月１日～10月31日・・・一般利用（利用制限付き） 
11月１日～１月22日・・・  〃 （一部利用制限付き） 
１月23日～３月22日・・・行政利用のみ 
３月23日～３月31日・・・一般利用（一部利用制限付き） 

 
令和２年度施設別年間稼働率 

施設名称 利用可能回数   利用回数 稼働率 

和室 2,055 59 2.9％ 

調理実習室 2,056 71 3.5％ 

団体室 2,053 23 1.1％ 

会議室 2,063 151 7.3％ 

※市内公民館の新型コロナウイルス感染症拡大防止のための対応 
令和３年１月８日～２月７日・・・開館時間を２０時までに短縮 
 



令和2年度 和 田 公 民 館 事業報告

 対　　象 期間・回数 内　　　　　　容

 2・3歳児と
　     保護者

   8月～12月
　　　   5回

 12月　 1回

幼児期における重要な学習機会、遊びや育児
の環境の場を提供するなかで、子育てに役立
つ情報等も発信していく。また地区子育て支
援サークルとの共催を図ることで仲間づく
り、コミュニケーションを深める機会とす
る。コロナウイルス感染症拡大防止のため教
室は実施せず。ただし、和田地区在住（1歳
から4歳）幼児のいる家庭向けにクリスマス
と新年に向けて、時節の手紙を送付した。

 地区内の幼児及び
 小学生の保護者

  前期・後期
　　  各 1回

 子どもがよりよく育つために、家庭の役割や
 家族のあり方などを学習する。

 地域の小学生等
　　     20人

  5月～ 3月
　　　 40回

地域の小学生を中心とした教室の中で、心身
の育成を図る稽古を安全に配慮しながら、皆
で力を合わせて行う事が出来た。

  地区の小学生
 　       20人

  10月中旬
         1回

 地域の協力で各種軽スポーツを実施し、子ど
 もの健全育成を図る。

  地区の小学生
          20人

   8月　 1回
 保護者と地域の協力により、子どもたちに共
 同生活体験の機会を提供し、子どもの自主
 性、協調性、社会性を高める。

 小学校5.6年生
　　　　 15人

 10/24  9人
 11/ 7  7人

中央公民館との共催事業であり、10/24、
11/7の星空観察は和田ふるさと館で行った。
専門講師のゼミ受講後、駐車場ｽﾍﾟｰｽにおい
て星空観察を実施した。

 地区の小学生  12/16 22人

芸術鑑賞等の様々な機会を通して、心の成長
を促し文化芸術の素晴らしさ・楽しさを知っ
てもらう意図で実施。
・佐倉ゆうゆう塾講師から季節に合う話を、
一緒に身体を動かしながら楽しく聴くことが
できた。コロナ禍において行事が少ないた
め、保護者からも喜ばれた。

  地区の小学生
        各20人

  10月～ 2月
  　     3回

 和田地区青少年育成住民会議と連携して、地
 区の小学生向けに、地域の食材を活かした料
 理教室を実施し、子どもの自立とふるさとへ
 の愛着を深める。

  地区の小学生
        各15人

    年   2回
 創造力をはぐくむ講座。（手工芸、凧作りな
 ど、身近で親しみやすい伝統文化の体験学習
 を予定）

成
人
教
育

  市内の成人
        各15人

   9月～  2月
　　　   4回

 地域の伝統的食材を活かして地域間交流を図
 るとともに食文化の伝承を図る。【太巻き祭
 り寿司、和田の新鮮野菜料理（大和芋）、蒟
 蒻作り体験】

～　事業実施に向けて　健康と安全を最優先に集団感染リスクを回避　～

領
域

家
庭
教
育

 剣道教室

 子育て教室　

  佐倉っ子塾
  伝統文化体験教室

  佐倉学体験講座
   ふるさと味工房

  楽しく家庭教育講座

  軽スポーツ大会

　令和２年度の事業計画は、令和元年度第３回公民館運営審議会において「令和２年度事業計画案」についてご審議
をいただいたが、今般の新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、下表の線引き事業は中止とした。

佐
　
倉
　
学

 子ども芸術鑑賞会

  佐倉っ子塾
  　　　　料理教室

  夏休みおもしろ
  　　　　体験教室

  夏休み子どもゼミナール

事 業 名

青
　
　
少
　
　
年
　
　
教
　
　
育
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令和2年度 和 田 公 民 館 事業報告

 対　　象 期間・回数 内　　　　　　容
領
域

事 業 名

 市内の成人
         10人

  8/ 8  6人
  9/26  7人
 11/ 1  6人
  1/16  6人

・8月は地元公民館運営審議会委員による
「縄文・弥生期の地域」の講義を実施した。
・9月は佐倉野草会会長のご指導により、谷
津田生態観察の講義を行った。
・11月は佐倉市文化財審議員の指導のもと、
地元のお寺において「中世の和田地域」を学
習した。
・1月に弥富地区の歴史、自然、文化等につ
いてふるさと弥富を愛する会事務局長より講
義を受けた。これらの内容は、CATVチャンネ
ル等で放送された。

60歳以上の地区の
成人  10人

　7/ 3　6人
　9/ 4　5人
 10/ 2　6人
 11/ 6　6人
 12/ 4　5人

手芸を通して親睦交流を深め、生き甲斐づくりを
図ることを目的として開催した。また8月に受講
生により、再利用を通じて物を大切にする心を子
どもたちに指導する教室を予定でいたが、感染症
拡大予防のため中止。

 市内の成人
          10人

  8/ 1 12人
  9/ 5 12人
 10/25 11人
 12/20 中止
  2/ 7 中止

・地元陶芸家を講師として招き8月～10月に
て陶芸作品づくりを連続で行った。
・12/20しめ飾り講習会は感染症の影響を考
慮し中止。
・2/7ストラップミニ草履教室も感染症の影
響を考慮し中止。

  地区の成人
      40人程度

  3月1回中止
 地区の高齢者をはじめ多様な世代が、地域交
 流を図る事を趣旨としてバス見学会を実施す
 る。感染症の影響により中止。

  地区の成人
      30人程度

   1/31 中止
 市・危機管理室より、防災に係る講話を行
 う。感染症の影響により中止。

 地区内の住民団体   11/29 中止
 人口減少・少子高齢化などの地域課題などに
 対応するため行う研修会。
感染症の影響を考慮し中止。

和田小ＰＴＡ民俗資料
収集委員会・和田はた
おり保存会・和田地区
青少年育成住民会議等

 通年
地域の社会教育団体、住民団体等が円滑に活
動できるよう、協力支援する。

 和田地区全世帯
 年２回発行
　　 ・ 5月
　　 ・11月

公民館情報や地域情報を和田地区全世帯に配
布する。（各700部）

 
 通年 和田ふるさと館歴史民俗資料室の展示

 11月～12月

・毎年11月に実施している公民館文化展は、
新型コロナウイルス感染症を考慮して同時に
行う地域まつりと共に中止とした。
・11月17日～12月27日に、開館20周年を記念
して和田地区歴史民俗資料展「和田口伝の機
織り～女性活躍社会に向けて～」を開催し
た。来場者は443人。

 見学
  市内小学校・
 　一般団体等

  通年  市内小学校社会科見学の際に解説を行う。

図
書

 図書貸し出し  一般  通年
公民館図書コーナーの図書提供のほか、市立
図書館と連携しリクエスト図書の提供を実施
する。

 和田工芸講座

 手芸教室

 団体育成事業

和
田
市
民
大
学

和
田
市
民
大
学

一般

広
報
展
示
活
動

成
人
教
育   合同研修会

 佐倉学講座
 地域学

展示

 公民館だより発行

  地区交流会

　
　
　
　
成
人
教
育

  和田地区防災講習会

 歴史民俗資料室

団
体
育
成
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１．家庭教育事業               

子育て教室 

①開設趣旨 親子でのふれあいや楽しい遊び、講師からの指導を通して親の役割、環境づ

くりなどの意義を考え、育児知識習得の機会を設けること。また、他の参加者との交流

により、育児不安や悩みの共有・相談をすることで孤独感の解消や、子育てで忙しい

日々の生活の中の憩いの時間、仲間づくりの場となるよう配慮する。 

②募集対象 ２.３歳児と保護者  

③プログラム ８月～１２月 ５回                                                                          

④講座を終えて 少子化の中、和田地区社会福祉協議会内の子育て支援団体と共に手を

携え、協力しながら子育て中の親を心身ともに支える時間や場の提供をすることを目

的に講座を計画、開催する予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため

講座計画・実行を見送った。年度最後に支援団体と共に地域の就学前児童のいる家庭に

クリスマスと新年のあいさつ状を送り、来年につなげることとした。 

 

楽しく家庭教育講座 

①開設趣旨 子どもがよりよく育つために、家庭の役割や家族のあり方などを学習する。 

②募集対象 地区内の幼児及び小学生の保護者等 

③プログラム 前期・後期各1回                                                               

④講座を終えて 幼・小和田家庭教育学級と共催で年２回実施しているが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため中止とした。 
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２．青少年教育事業             
和田剣道教室 

①開設趣旨  異年齢集団の中で、剣道をとおして心身の育成と社会人として必要な習慣を

身につける。そのために協力して共育（共に育て合う）の場となるよう努める。  
②募集対象 地域の小学生等 ２０人 
③開設期間 令和２年５月～令和３年３月 ４０回 
④指導者  片岡 康平、江野澤 清美、藤崎 英樹、鶴田 潤子 

⑤講座を終えて 新型コロナウイルス感染拡大防止対策を図りながら、剣道の「礼に始

まり 礼に終わる」を基本に子どもの心身の育成や仲間づくりを図ることができ、親の

会についても昨年に引き続き、自主稽古を企画するなど活発に活動した。 

 

軽スポーツ大会 

①開設趣旨 地域の協力で各種軽スポーツを実施し、子どもの健全育成を図る。 

②募集対象 地区の小学生 ２０人 

③プログラム   １０月中旬 

④講座を終えて 和田地区青少年育成住民会議、和田地区社会福祉協議会共催であり、地

域の子供と地域住民が交流する事で、青少年の健全育成を地域で実践する場になって

いる。今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止とした。 

 

夏休みおもしろ体験教室 

①開設趣旨 保護者と地域の協力による自主性、協調性、社会性を高める体験教室 

②募集対象 地区の小学生 ２０人 

③プログラム ８月 １回                                          

④講座を終えて この講座は子どもたちが何に興味・関心があるのかをリサーチし、夏休み

期間を使って公民館で様々な体験事業を実施するものである。今年度は新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため中止とした。 
 

子どもゼミナール 

①開設趣旨 宇宙業界に長年携わった専門家の方々を講師に招き、少人数制のゼミ形式の

講座を開催することにより、佐倉市の将来を担う子ども達のコミュニケーションづくり

の場を提供する。 

②募集対象 市内の小学５・６年生 １５人 

③プログラム 
回 実施日（曜日） 学習内容 講師 

１ １０月２４日（土） 
１９：００～２０：３０ 

和田ふるさと館を会場に、天体望遠

鏡で星を実際に観察することで、星

がどのように見えるのかを学ぶ。 
宇宙業界専門家 

２ １１月 ７日（土） 
１９：００～２０：３０ 

和田ふるさと館を会場に、天体望遠

鏡で星を実際に観察することで、星

がどのように見えるのかを学ぶ 

宇宙業界専門家 

④講座を終えて 感染症拡大防止のため、時期・参加人数に配慮した。中央公民館と共催で

実施しており、天体望遠鏡で星を観察するこの講座では、児童の宇宙への興味を掻き

立てることが出来た。また保護者が一緒に観察することで、親子間の関係も深まった

と思われる。 
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子ども芸術鑑賞会 

①開設趣旨 子どもたちに文化芸術等に触れ合う機会を提供し、親子等の参加も促しなが 
ら、その内容等の素晴らしさを肌で感じてもらう。 

②募集対象 地区の小学生  
③プログラム 
回 実施日（曜日） 学習内容 講師 

１ １２月１６日（水） 
１５：００～１５：４５ 

 
クリスマスお話し会         

                 

佐倉ゆうゆう塾 
主宰 末吉 正子 
 

④講座を終えて 和田公民館において、「ゆうゆう塾」のお話し会は今年で 3 回目となる。 
今年度は特に、時期、参加人数、場所等に配慮し開催した。感染症予防策として、例年よ

り広い会場で、児童のソーシャルディスタンスを考慮の上シートをセットし、消毒も徹底、

開催時間も短時間とした。講師から季節に合う話をしていただき、一緒に身体を動かしな

がら楽しく聴くことができた。時節柄、職員がサンタクロースとトナカイに扮装し登場し

たことで場が盛り上がった。行事がないこの時期に開催したことで保護者にも喜んでい

ただき、また、地域の方の見学もあった。 
 

佐倉っ子塾 料理教室 

①開設趣旨 地元の方のご指導のもと、料理に興味を持ち、自立や協調性などの育成を図る

ことを目的として和田地区青少年育成住民会議と公民館が共催で実施する。 
②募集対象 地区の小学生  各回２０人 
③プログラム １０月～２月 ３回  
④講座を終えて この事業は子どもたちが料理に興味をもち、衛生面に気を付けながら協

力して調理し、楽しく食べることを学び、男子児童が一人であっても意欲的に自ら申し込

みしてくる事業であることから、毎年、地元協力者の方も力を入れて指導してくださって

いるが、今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 
 

佐倉っ子塾 伝統文化体験教室 

①開設趣旨 手工芸、凧作りなど伝統文化の体験学習を通じて創造力を育む。 
②募集対象  
・夏休み編み物体験  地区の小学生    １２人 
・凧づくり体験     地区の小学生   １５人 

③プログラム 
回 実施日（曜日） 学習内容 講師 

１ ８月 ７日（金） 
 

夏休み編み物体験 
 

和田市民大学手芸教室講師 
手芸教室生徒 

２ １２月中 
  

凧づくり体験 
（六角凧） 

和田地区青少年育成住民会議 
和田地区青少年相談員 
和田子ども会 

④講座を終えて 「夏休み編み物体験」は、和田市民大学で公民館を利用している高齢者が

小学生を指導することにより世代間交流をするとともに、子どもたちが、一つの作品を作

り出す喜びを味わうことができる機会であるが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため中止した。 
「凧づくり体験」は、ふるさと館にて、和田子ども会、和田青少年相談員の共催で実施予

定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 
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３．成人教育事業                                                

佐倉学体験講座 ふるさと味工房 

①開設趣旨 地域の伝統的食材を生かして地域間交流を図り、食文化の伝承を図る。 
②募集対象  市内の成人 各１５人 
③プログラム ９月～２月 ４回 
④講座を終えて 平成１２年から続いている人気のある講座であり、和田地区の農業の特

長を活かし、地元の新鮮な食材を使用して食文化の伝承を図るとともに、地域の食文化に

ついて考える場となっているが本年度はコロナウイルス感染症拡大防止のため中止とし

た。 
 
佐倉学講座 楽しく学べる和田地域学 

①開設趣旨 地域住民の協力を得ながら、和田地区の歴史・自然・生活・民俗を学び、 
実際に伝統文化等の体験をし、豊かな自然を体感することにより、郷土に対する関心 
を高め、魅力を再発見する。 

②募集対象 市内の成人 １０人 
③プログラム 

④講座を終えて コロナ対応を図りながら、和田地区の歴史、自然、まちづくりに係る学習

講座を実施した。CATV の協力を得ながら、広く発信するよう努めた。 
 
和田市民大学手芸教室 
①開設趣旨 手芸の知識や技術の向上を目指すとともに、地域の親睦や生きがいづくりを

図る。また、児童に手芸を指導する場を設けることで異世代間交流を深め、児童にも精神

的な向上を望む。 
②募集対象 ６０歳以上の地区の成人  １０人               
③実施期間 令和２年７月３日～令和２年１２月４日 ５回 
④講座を終えて コロナ対応のため午前中のみの短時間で開講したこともあり、受講生は

集中して意欲的に作品づくりに取り組んでいた。４月から３月まで１１回の開講予定で

あったが５回実施し、約半数が参加。また、８月の夏休み中における児童への手芸指導は

密になるため中止。 
 

和田市民大学和田工芸講座 

①開設趣旨 和田地区において行われてきた機織り、わら工芸などを地域の伝統文化とし 
て位置づけることにより、地域を特色づけ、アイデンティティを醸成する。 
 工芸は静かな環境で時間をかけてゆったり育まれるものであり、地域性にも合ってい 
るため、各種工芸を実施していく中で、地域づくりにつなげていく。 

②募集対象 市内成人 １０人 

回 実施日（曜日） 学習内容 講師 

１  ８月 ８日（土） 
１８：００～２０：３０ 

オリエンテーション 
縄文・弥生期の地域 

和田未来農業研究会 
委員 藤崎 言行 

２ ９月２６日（土） 
 ９：１５～１１：３０ 谷津田生態観察 佐倉野草会 会長 

近藤 維久子 

３ １１月 １日（日） 
１４：００～１６：００ 中世の和田と本佐倉城 中世歴史家 

遠山 成一  

４ １月１６日（土） 
９：３０～１２：００ 

近隣弥富との交流を通して ふるさと弥富を愛する会 
岡本 美典  
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③プログラム 
回 実施日（曜日） 学習内容 講師 

１ ８月 １日（土） 
９：１５～１１：３０ 陶芸①「成形」 地元陶芸家 

安本 幸世  

２ ９月 ５日（土） 
９：１５～１１：３０ 陶芸②「削りと高台付け」 地元陶芸家 

安本 幸世  

３ １０月２５日（日） 
９：１５～１１：３０ 陶芸③「施釉」 地元陶芸家 

安本 幸世  
④講座を終えて 「陶芸講座」については、新型コロナウイルス感染症拡大対策を図りなが

ら、地元陶芸家の指導の下、連続３回講座として実施し今年度も親切・丁寧な指導のおか

げでより良い作品づくりが出来た。例年１１月に実施の文化展が感染症の影響により、中

止となったため、分館である和田ふるさと館歴史民俗資料室に他の企画展と併せて一定

期間展示した。 
 

和田市民大学地区交流会  

①開設趣旨 心身ともに健康で生がいのある生活を保ち、世代間の交流を図る。 
②募集対象 地区の成人（子・孫の参加可） ４０人程度 
③プログラム ３月 
④講座を終えて 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 
 
和田地区防災講習会 

①開設趣旨 地域づくり活動として現場で役立つ防災や防犯についての実践的な講習、訓

練等を行う。 
②募集対象 地区の成人 ３０人程度 
③プログラム １月 
④講座を終えて 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 

 

合同研修会  

①開設趣旨 地区社会福祉協議会、地区青少年育成住民会議等の団体とともに、地域づく

りにつながる内容の研修を行うことで、良いより地域形成を図る。 
②募集対象 地区住民団体 ４０人 
③プログラム １１月 
④講座を終えて 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 
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４．団体育成事業                
①和田地区青少年育成住民会議 

  近年、青少年を取り巻く環境は著しく変化しそれに伴い青少年に関する問題は複雑か

つ深刻化している。こうした問題を解決するため、市民１人ひとりが問題解決に取り組み、

家庭や学校、そして地域がそれぞれの立場で、各種団体と行政が協働して健全育成を推進

していくことを目的に、昭和５７年、佐倉市青少年育成市民会議が結成された。 
 組織としては市内７地区の青少年健全育成住民会議と、子ども会育成連盟、ＰＴＡ連絡協

議会などその他構成団体からなり、事務局は佐倉市健康こども部児童青少年課が行って

いる。 
  和田地区青少年育成住民会議は、地域住民が相互に連携協力し、青少年の健全な育成と

非行防止、福祉の向上を図るため、研究並びに協議を行い、地域ぐるみ活動を伸長させる

ことを目的としている。 
  主な活動としては、防犯パトロールや地域行事の企画・運営、各種団体への助成などを

行っている。 
 
②和田小学校ＰＴＡ民俗資料収集委員会 

昭和４５年、和田小学校ＰＴＡが校史編纂と民俗資料の収集活動をはじめ、昭和４６年

１１月に収集委員会を設置した。収集された民俗資料は、和田小学校郷土学習室、和田公

民館民俗資料室での公開を経て平成１１年１０月に佐倉市へ寄贈された。 
ふるさとまつりでの伝承遊びの実演、年末に行われる市民を対象としたしめ飾り講習

会、和田小学校生徒へのミニしめ飾り講習会など和田の特色を生かした活動を実施し、地

域の教育力の向上を目指した。公民館では地域の民俗や歴史学習の一環として収集委員

会の活動を援助している。 
 

③和田はたおり保存会 

  和田小ＰＴＡ民俗資料収集委員会の活動で収集されたはたおり機を、地元の高齢者が

中心となって復元し、昭和５１年に和田公民館で開講したはたおり講座の受講生によっ

て、和田はたおり保存会が結成された。公民館では、和田地区の伝統技術の保全と、はた

おり機の動態保存の面から援助を行っている。主な活動としては、年間を通じての定期活

動や綿の栽培、歴史民俗資料室を訪れた小学生に対して、糸づくりやはたおり機の実演を

行っている。 
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５．広報・展示事業               
公民館だより 

○ねらい   公民館主催事業の情報提供をし、公民館活動への積極的な参加を図る。 
○発行回数  年２回（５月号、１１月号） 
○発行部数  各７００部 
○配布方法  区長を通し全戸配布及び公共施設配布 
 

 

歴史民俗資料室展示 

○ねらい   和田地区の歴史環境・自然環境及び地域の人材を活用した地域づくりの事

業を展開し、学校教育の支援も行う。開館２０周年記念として、同時期に開

催された国立歴史民俗博物館の企画展と並行し、「和田口伝の機織り～女性

活躍社会に向けて～」のテーマを掲げて、地区の伝統工芸である「機織り」

企画展を行った。 
○期間・回数 開館日数 ２２３日 来館者数 ４６５人 
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6．図書事業                  
図書貸し出し 

○ねらい  読書活動を支援していくと共に、個人学習や集団学習への資料提供を行い 
学習の深化を図る。リクエストの受付や他館からの返却受付などの利用者の 
便を図る。また、和田地区関連資料や佐倉市関連資料のコーナーを設け資料 
収集し、貸し出すことにより、地域理解を深めるための支援を行う。 

○蔵書数 １，８００冊 

月別貸出数・返却数           

月   4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

貸出数 0 0 10 4 10 0 10 14 2 12 0 12 74 

返却数 0 0 26 6 20 22 21 29 5 8 4 131 272 

 
 
 
 
 


